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点が存在すると制御装置内に不安定た極が発生して，制御系全体の安定性が保証されないからである．現
実の多くの連続時間系は最小位相系となるので，このことは欠きた制約とたらない．しかし離散時間系
においては，もとの連続時間系が最小位相系であっても，零次ホールダを介して離散時間化する（Fig．1）
ことにより，非最小位相系になる場合がある．特に連続時間表現で相対次数が2以上の対象を離散時間
化する際に，サンプリング時間を小さくしていくと不安定た零点が発生することが問題となっている（極
限零点）．以上のこξから，離散時間非最小位相系に適用可能た適応制御方式の確立が重要な課題とされ
てきた．これについては極零相殺が生じるモデルマッチング方式を避けて，適応極配置問題に置き換え
たり，入力も含めた目標値の設定（一般化最小分散制御，一般化予測制御等（LQGも含む））を行なう手
法が検討されてきたが，安定性の条件や目標信号への追値性能の点からすると必ずしも十分なものとは
言えない．
 それらに対し本研究では，多重サンプリング（Fig．2）に基づく周期時変フィードバック制御方式を用
いて，モデル規範形適応制御系を構成する．適応極配置法，一般化最小分散制御や一般化予測制御等の
場合より緩やかな条件のもとで，非最小位相系の場合でも，任意の目標信号に追従する適応モデル追従
系が設計できることを示した（構成法I）．ついで構成法Iで必要だったシステムパラメータから制御バ
ラメータヘの変換の部分を，逐次的た適応則で置き換えて計算の負担を軽減する手法を示し（構成法II），
同様に安定な適応モデル追従制御系が実現されることを証明した．以上の結果については簡単な非最小
位相系について数値実験を行ない，その有効性を確認した．今後はこれらの手法の多変数系，時変系，非
線形系，確率系などへの拡張，多重サンプリング法そのものの見直し，適応制御系としてのロバスト化
などについて検討を加えていく予定である．
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情報量規準と電波望遠鏡データ解析
石 黒 真木夫
1．はじめに
Akaike（1973）はデータに当てはめたモデルの良さを評価する情報量規準の推定量としてAICを提
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案じた．AICの適用範囲は非常に広く，最尤法によるパラメータの推定が有効た場合にはいつでも使え
ると言ってよい．ここでr有効」と言っているのは，最尤推定量の誤差評価が有効という意味であり，必
ずしも最尤推定量の誤差が小さくなくてもいいことがAICの便利な点である．
 最尤推定が使われていたい場合にはAICは使えたい．AICを導くにあたって対数尤度関数と情報量規
準の関係，MLEの漸近正規性が使われているためである．
 2． WIC
 データκに当てはめた統計的モデル∫（κ1θ）の良さを評価する情報量規準WICを次のように定義す
る．
 （2．1）         WIC＝一2×1og！（κ1θ）十2×“Bias correction”
“Bias correction”は
           “Bias correction”＝亙x‡｛1o9∫（κ＊1θ＊）一109！（κ1θ＊）｝
で与えられる．ここでパはリサンプリングの手法で生成されるr疑似データ」であり，θ＊はデータκ＊
に基づくパラメータの推定値，亙x‡はデータκ＊の分布に関する期待値である．この期待値はモンテカル
ロ法で計算することができる．リサンプリングで生成されるデータが本当のデータの揺らぎを再現して
おり，所与のパラメータ推定法がこのデータに適用できるものであればWICは情報量規準の有効な推
定値を与える．AICとWICの両方の値が得られる場合には，WICの挙動はAICのそれに一致する．
 3．WICの適用範囲
 WICを分割表モデルの選択，ARモデルの次数選択に適用した場合にAICと同等た挙動を示すこと
を示し，次いで，“pena1ized1eastsquares”法による回帰曲線の推定と多項式回帰の評価，比較が情報
量の意味で可能であることも示した．最後に，電波望遠鏡データ解析で用いられるCLEANとして知ら
れているデータ解析法の制御にも応用できることを示した．
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狭義凸2次計画問題に対するアフィンスケーリング法の大域的収束性について
                                    土 谷   隆
Karmarkar（1984）が射影変換を利用した内点法を提案して以来，線形計画問題に対して内点法によ
るアプローチが活発に続けられている．それよりも逢かに早く，SovietのDikin（1967）によって提案
され，Karmarkar法が登場したのちにBames（1986），Vanderbei et aL（1986）らによって再提案され
